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■北海道議会

2019年秋号

澄川駅前で
勝部けんじさんを応援

道議会 文教委員会として
国会議員へ要請行動

文部科学省の各部局へ
要請行動

会派 政策審議会として、
十勝地域政策懇談会に出席

「全国地方議会サミット2019」に
参加

「難病患者・障害者と家族の
全道集会in札幌」に参加
挨拶をする増田代表理事

「LGBTの未来～アメリカから
北海道へ～」に参加

コープさっぽろ藤野店にて
献血の呼びかけ活動

民主議員ネット北海道 
2019年政策研修会

2期目も
しっかり

取り組み
ます！

2期目も
しっかり

取り組み
ます！

◀北海道議会定例会で質問

▲予算特別委員会

▲2期目の当選証書が
　届きました。
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6月 7月

7月29日7月29日 7月30日

7月31日
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8月17日8月17日 8月18日8月18日

8月6日8月6日
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南区「藤野ふるさとまつり」に
参加。阿部後援会長と
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札幌市の男女共同参画課長 須
藤陽子さんから「札幌市パート
ナーシップ宣誓制度」に
ついて学びました
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民主・道民連合政策審議会 副会長
文教委員会 副会長
少子高齢化社会対策特別委員会 筆頭理事
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*Information and Communication Technology の略。
情報通信技術。
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別
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に
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、
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組
の
か
り
通
幾
の
ら
れ
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的
性
や
認
自
性
は
に
際
実
。
る
れ
わ
言
と

に
査
調
る
あ
、
り
あ
で
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複
に
常
非
、
ど
な

割
の
い
ら
く
じ
同
と
人
の
き
利
左
、
と
る
よ

。
る
す
在
存
で
合※
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、
齢
年
、
別
性
（
性
個
の
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と
ひ
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、
し
重
尊
を
）
ど
な
方
き
働
、
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の

性
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が
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ぞ
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あ
え
支
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環
る
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揮
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大
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ま
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か
代
歳

ら
40

し
詳
、
く
多
に
性
男
の
代
歳

）
炎
管
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の
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と
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一覚
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力
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の
先
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に
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、
足
手
に
的
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が
状
症
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な
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多
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も
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の
系
経
神
枢

、
で
患
疾
経
神
動
運
す
示
を
縮
萎
筋
、
下
低

児
乳
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い
な
わ
伴
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異
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的
知
は
に
般
一

な
康
健
、
ら
か
型
症
重
る
す
症
発
に
期
早
期

ま
型
る
れ
ら
く
お
を
活
生
の
様
同
ぼ
ほ
と
方

。
る
た
わ
に
岐
多
は
度
程
、
で


